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～フィールドワークを通じた環境教育に関する教材づくり～



目的

環境教育に関したフィールドワークを通した教材を開発する

教材については「身近な題材」であり、「調査方法」が容易で、
調査が「継続して行える」ものを条件とする



環境教育に関する教科書の内容について

現行の教科書では、主に中学校３年生で環境に関する学習を行う

（関連事項：１，２年生で天気や火山、地震などについて学習済）

次のスライドでは、啓林館 「未来へひろがる サイエンス」より

一部を抜粋したものを掲載した



地球温暖化

生物の絶滅大気汚染

外来種オゾン層破壊

水質汚濁



水生生物による
水質調査



授業前の生徒の考え

・環境を守ることは大切だと思う

・よくわからない

・テレビでよく聞く
学習内容の規模が大きく、
生徒自身に関わる問題として
とらえにくいのでは・・・？



教材としてもっと身近で
入手しやすいものはないか？



方法 タンポポの外来種調査

タンポポ調査西日本2020を参考に調査用紙を作成

桜井市内の中学校またはその周辺のタンポポの分布状態を調査

タンポポ調査原本.pdf


タンポポについて

学名：Taraxacum

分類：キク科 タンポポ属

日本固有種

カンサイタンポポ、

シロバナタンポポなど











調査場所：桜井市



結果 ～桜井東中学校～

在来種 106

外来種 46



結果 ～桜井中学校～

在来種 736

外来種 162



結果 ～桜井西中学校～

在来種 169

外来種 43



結果 ～大三輪中学校～

在来種 239
外来種 76



結果 ～桜井市まとめ～

在来種 1250
外来種 327



授業後の様子から（感想より）

・外来種が多いと思ったが、在来種の割合が多いことに驚いた

・ひとくちにタンポポといってもたくさんの種類があることが

わかった

・別の場所ではどのような割合になるのか、知りたい



・環境を守ることは大切だと
思う

・規模が大きすぎて、よくわ
からない

・テレビでよく聞く言葉

・外来種が多いと思ったが、在来種
の割合が多いことに驚いた

・ひとくちにタンポポといってもた
くさんの種類があることがわかった

・別の地域ではどのような割合にな
るのか、知りたい

学習前 学習後



成果

生徒の反応からタンポポという身近な存在を通して、
環境問題（在来種・外来種の問題）について考える
きっかけをつくることができた



課題

・継続して調査をする必要がある。１回だけの調査では、在来種・外来
種の経年変化が不明である。また、今回の調査では雑種の存在を考慮し
ていない

・タンポポの花を観察する都合のため、４～５月までの限られた期間で
しか調査ができない

・桜井市内だけでは、在来種・外来種の分布に大きな変化は見られない
ため、奈良県の他の市町村や他県の在来種・外来種の分布について考察
する

・時間の都合上、生徒に集めたデーターからどのようなことが言えるか
を考えさせる時間が不足していた



タンポポ調査・西日本2015より

雑種の扱い方で
データーが変わってしまう



今後の展望

今後の展望として、以下のことが必要になると考える

・タンポポ調査を継続して行うこと

・調査の際に「雑種」の扱いを考慮する

・３～４月までの限られた期間でしか調査を行えないため、
時期を選ばない教材を見出す



例えば・・・

幹の太さ（幹周り長）が12πｃｍの

木（落葉広葉樹）が１年間に吸収する二酸化炭素の量
はどのくらい？

➀ 約３５ｋｇ ② 約４０ｋｇ ③ 約４５ｋｇ





仮に、ヒトが１年間で出す二酸化炭素の量を約300ｋｇとすると、

３００ｋｇ÷４５ｋｇ＝約６．７本

人が呼吸するためだけに

CDの太さの木が７本必要になる！

（参考資料：樹木の二酸化炭素（CO2）吸収量を知ろう より

東京工科大学 工学部応用科学科BLOG より

http://blog.ac.eng.teu.ac.jp/blog/2015/09/2-9d06.html）

樹木による二酸化炭素吸収量.pdf


それ以外の人間の活動で発生した二酸化炭素を吸収するため
にはどのくらいの木が必要か？

それぞれの場合で、どのくらい木が必要なのか？
生徒自身に考えさせる

⇩
アクティブラーニングにつなげることもできる



以上で発表を終了します

ご清聴ありがとうございました


